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はじめに
　私たちは小さいときから、さまざまな
ことを学び、できるようになってきまし
た。そこには、とても単純な“学びのし
くみ”があります。
　例えば、ひらがなやカタカナ、そして
ちょっと複雑な漢字は、どのようにして
読めるようになり、書けるようになった
のでしょうか。足し算や引き算、そして
かけ算や割り算は、どのようにしてでき
るようになったのでしょうか。その他に
も、逆上がり、楽器の演奏、絵を描くな
どを思い浮かべてみると、すべてに、①
方法（やり方）を学んで、②くりかえし
練習して、③経験を積むというプロセス
があることがわかります。
　では、近年よく大人たちが口にする
「最近の子どもたちはコミュニケーショ
ン能力に欠ける」、｢がまんすることがで
きない」、｢夢や目標を持っていない」、
｢感情のまま、行動してしまう」などの
言葉で指摘されるコミュニケーション
能力や忍耐力、目標設定能力や感情の
コントロール能力についてはどうでしょ
うか。
　私たちは、簡単に子どもたちの問題
を指摘します。では、子どもたちに、どう
すればコミュニケーション能力が身に

つくのか、どのように練習すれば良いの
かをきちんと伝えているか、生活の中で
経験を積む機会を与えているのか…と
ふり返ってみると、とても貧弱な状況が
浮かび上がります。そして、気づくこと
は、子どもたちの姿は、実は私たち大人
たちの姿を映しているのではないか…
という疑問です。
　この冊子は、人生にとってとても大
事な能力のうち、数値で評価できな
い、学校の成績としてはあまり評価さ
れないライフスキル（ソフトスキル／非
認知能力）を、楽しく学べるように企画
した3冊シリーズの第2巻です。見開き
2ページの中に、それらを学ぶ方法と練
習の仕方を簡潔にまとめています。子ど
もたちといっしょに楽しく学んでいるう
ちに、私たち大人が自信と夢と目標を
持てるようになるかもしれませんよ。
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１つのテーマ
が２ページに

まとめられています。
好きなところを、さっ
と読んで下さい。
おもしろいなと思っ
たら…

自分や家族に当ては
めながら、頭の中でシュミ

レーションしましょう。そして、関
わっている子どもたちに試してみ
たいと思ったら…。

子どもたちの課題を思い浮
かべ整理しましょう。言葉

が乱暴、けんかが多い、後片付け
ができない…

終わったら、ふり
返ります。

子どもたちに感想を聞いて
みましょう。うまくいった
らスタッフ同士で拍手！
うまくいかなくても、
やっぱり拍手！ 最初か
らうまくいく人はいませ
んから…。

スタッフ仲間で相談し、
テーマを選びます。

子どもたちの実態に合わせて、ア
レンジしてもかまいません。必要
な 資 料は
資 料 集の
うし ろ に
付 いてい
ます。
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スキル 優しさを行動で示す

やさしさ
プレゼント

のびたりちぢんだり

カードとマーカーを配り、「みなさんは、誰かに何かあ
げたことがありますね。それを１つ思い出してカード

に書いてみましょう」と問いかけ、子どもたち
に自由に書いてもらいます。字が書けな
い子には必要なサポー
トをします。全員が書

けたら、ひとり１人、何
を書いたか発表し、み
んなで拍手します。

気持ちよく生活するには、他の人々と優しい気持ちで接するこ
とが大切です。“誰かに何かをあげたこと”を思い出し、自分の
中の優しさに気づき、積極的に行動として実践できるようにし
ます。

1

カードまたは大きめのポストイット（各2枚）
「やさしさプレゼントグラフ」
（模造紙で自作）
マーカー　　のり

リーダーの指示で、伸びたり縮んだりするゲームです。

これから大きくなります。腕を伸ばし、つま先立ちで
天井につくまで伸ばします。
次はゆっくり縮みます。ゆっくりしゃがんで、力を抜い
て、丸い小さなボールになります。
今度は花のようにゆっくり体を開き、手足を伸ばして
元の大きさになります。

私たちは、誰かに物を「あげる」ことがよくあります。で
も、物以外にもたくさんの「あげる」があります。この教材
では、物に加えて３つの「あげる」を紹介し、子どもたちの
人間関係スキルを高めることを目指します。

準備物

誰かに何かをあげたこと
活動

1 子どもたちに再度カードを配り、4つの「あげる」を参
考に、もう一度あげたものを書くように言います。書き終えたら、順番
にみんなに紹介し、グラフの該当の場所に貼ります。そして、今日の学
習について感想を聞いた後、「グラフは１週間貼っておきます。用紙と
マーカーも用意しておくので、誰かに何かをあげたら、書いて貼り、グラ
フをいっぱいにしましょう」と呼びかけて、終わります。

グラフをいっぱいにしよう
活動
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指導の
ヒント

笑顔が
あふれる
ゲーム

1人ずつ子どもの協力を求め、指導者と２人でロールプ
レイをします。演じるのは、
1 ほめてあげる（ほめるシーン） 2 教えてあげる（教えて
いるシーン） 3 やさしくしてあげる（親切、気づかうな
どのシーン）

の3つで、他の子どもたちは、それがどんな「あげる」
なのかを当て、物以外にも「あげる｣があることを理

解します。次に、「やさしさプレゼントグラフ」（ 資料2 
P25）を取り出し、活動❶で書いた“あげる”は、どれに当た
るか考え、該当する欄に貼り付け、みんなで感想を述べ合います。

いろんな「あげる」をロールプレイします
活動
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指示１

指示2

指示3
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本書は、公益財団法人日本財団の助成を得て開発されま
した。また、同財団による子どもの貧困対策における「第
三の居場所」へ、子どもたちの非認知能力を高める介入
プログラムの導入を進める中で開発されたものです。日
本財団による子どもの貧困対策の取り組みについては、
同財団のホームページをご覧ください。

本書は、「Lions Quest プログラム」（日本語版）を参考に、
学校外での活用のために開発しました。Lions Quest プ
ログラムの著作権は、ライオンズクラブ国際財団（LCIF）
がその著作権を所有し、日本では特定非営利活動法人青
少年育成支援フォーラム（JIYD）が LCIFよりプログラム
の普及事務局に指定され、全国のライオンズクラブと協同
して普及活動に取り組んでいます。同プログラムについて
は、ホームページをご覧ください。

https://www.nippon-foundation.or.jp/what/projects/ending_child_poverty

https://lionsquest-japan.org/
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